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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送番組を送信する放送送信装置において、
　番組提供者が提供する放送番組の放送時間枠内に放送されるＣＭの映像信号及び音声信
号から成るＡＶデータと前記放送番組のＡＶデータとを蓄積して管理するＡＶデータ蓄積
管理手段と、
　前記放送番組及びＣＭの放送スケジュールを作成し、スケジュール情報として管理する
スケジュール管理手段と、
　前記放送番組及びＣＭの各ＡＶデータを蓄積する放送受信装置に対して、蓄積の準備、
蓄積の開始及び蓄積の終了を規定する蓄積制御情報と、前記各ＡＶデータの識別情報及び
放送時間の情報を含む蓄積管理情報とを作成し、リファレンス情報として登録するリファ
レンス情報作成手段と、
　前記スケジュール情報に従って前記ＡＶデータを送信するとともに、前記放送番組及び
ＣＭの各ＡＶデータの送信に先立って蓄積の準備を規定する前記蓄積制御情報を送信し、
前記各ＡＶデータの送信が開始されるときに蓄積の開始を規定する前記蓄積制御情報を送
信し、前記各ＡＶデータの送信が終了するときに蓄積の終了を規定する前記蓄積制御情報
を送信し、さらに、前記各ＡＶデータを送信している間に当該ＡＶデータの前記蓄積管理
情報を送信する送信手段と、
を備え、
　前記スケジュール管理手段は、放送スケジュールが変動した場合に、前記リファレンス
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情報の蓄積管理情報を参照し、放送スケジュールに含まれるＣＭの一部を、ＡＶデータの
放送時間を異にする他のＣＭで差し替えて前記放送番組の放送スケジュールを当初の放送
時間枠内で終了させる、
ことを特徴とする放送送信装置。
【請求項２】
　前記スケジュール管理手段は、前記蓄積管理情報を参照して、各番組提供者のＣＭの中
でＡＶデータの放送時間が最も短いＣＭを検索し、検索したＣＭを用いて前記放送スケジ
ュールの差し替えを行うことを特徴とする請求項１記載の放送送信装置。
【請求項３】
　請求項1記載の放送送信装置から送信された前記放送番組及びＣＭの各ＡＶデータと、
前記各ＡＶデータの蓄積の準備、蓄積の開始及び蓄積の終了を規定する蓄積制御情報と、
前記各ＡＶデータの識別情報及び放送時間の情報を含む蓄積管理情報とを受信する放送受
信装置であって、
　受信した前記ＡＶデータと前記蓄積制御情報と前記蓄積管理情報とを分離抽出する受信
手段と、
　前記ＡＶデータを内部バッファに取り込んで復号するＡＶデコーダ手段と、
　前記蓄積制御情報の指示に基づいて、復号したＡＶデータを前記蓄積管理情報とともに
蓄積、管理するＡＶデータ蓄積管理手段と、
を備え、前記ＡＶデータ蓄積管理手段は、蓄積の準備を規定する前記蓄積制御情報を受信
したとき、前記ＡＶデータの蓄積の可能性を判断し、蓄積が可能であると判断した場合の
み、蓄積の開始を規定する前記蓄積制御情報の指示に基づいて前記ＡＶデータを蓄積する
ことを特徴とする放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、放送送信側から放送された番組を受信側で蓄積して再生する放送システムの放
送送信装置及び受信装置に関し、特に、受信側での番組の蓄積を放送送信側で制御できる
ようにしたものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、通信技術及びデータ処理技術の発展により、オーディオ情報やビジュアル情報とい
ったマルチメディア情報がデジタル化されて利用者に提供されるようになり、また、大容
量の記憶媒体の登場によって、大量のデータを放送や通信の設備を使用して送信し、ユー
ザ側の端末装置で受信して蓄積し、任意のタイミングで視聴するという放送システムが可
能な状況になってきている。
【０００３】
このような放送システムは、例えば、特開平９－１３５３９１公報に記載されている。こ
の放送システムでは、放送番組のハイライトシーンが送信された後にハイライトシーンに
関する区間情報が付加情報として生放送番組と同時に送信される。受信装置は、生放送番
組を常時蓄積装置に格納し、ハイライトシーンの区間を示す区間情報が検出された場合に
は、蓄積装置に格納されている放送番組の内から、対応するハイライトシーンのみを再蓄
積する。こうすることにより、再蓄積したハイライトシーンを随時再生して視聴すること
が可能になる。
【０００４】
また、特開平１０－３０４３２１公報に記載されている放送システムでは、放送送信装置
が、放送番組とともにこの放送番組に付随する付加情報を送信し、受信装置が、放送番組
と付加情報とを併せて蓄積する。このシステムでは、視聴者の指示により、受信装置から
、放送番組に関する情報の視聴や、放送番組の繰り返し視聴、短縮視聴、可変視聴など、
多彩でかつ効率的な視聴を行うことが可能である。
【０００５】
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【発明が解決しようとする課題】
しかし、これらの放送システムでは、送信側が、予め受信装置に用意されたプログラムで
処理できるパラメータを放送番組とともに付加情報として送信し、受信装置が、それを蓄
積してプログラムを実行し、視聴者の好みに応じたサービスを提供する方式であるため、
例えばＣＭを自動的に蓄積させて視聴させたり、蓄積されたＣＭを最新バージョンのＣＭ
に更新するなど、送信側の意図を反映した放送番組サービスを提供することが困難であっ
た。
【０００６】
本発明は、こうした従来の課題を解決するものであり、放送送信側が、放送番組の素材で
あるＡＶデータの受信側での蓄積を制御し、また、このＡＶデータの利用を制御して、変
化に富んだ放送番組サービスを受信側に提供することができる放送システムの放送送信装
置と放送受信装置とを提供することを目的としている。
【０００７】
なお、この明細書では、「ＡＶデータ」と云う用語を「映像信号」または「音声信号」若
しくは「映像信号及び音声信号」を意味するものとして使用する。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記の課題を解決するために、放送番組を送信する放送送信装置において、
番組提供者が提供する放送番組の放送時間枠内に放送されるＣＭの映像信号及び音声信号
から成るＡＶデータと前記放送番組のＡＶデータとを蓄積して管理するＡＶデータ蓄積管
理手段と、前記放送番組及びＣＭの放送スケジュールを作成し、スケジュール情報として
管理するスケジュール管理手段と、前記放送番組及びＣＭの各ＡＶデータを蓄積する放送
受信装置に対して、蓄積の準備、蓄積の開始及び蓄積の終了を規定する蓄積制御情報と、
前記各ＡＶデータの識別情報及び放送時間の情報を含む蓄積管理情報とを作成し、リファ
レンス情報として登録するリファレンス情報作成手段と、前記スケジュール情報に従って
前記ＡＶデータを送信するとともに、前記放送番組及びＣＭの各ＡＶデータの送信に先立
って蓄積の準備を規定する前記蓄積制御情報を送信し、前記各ＡＶデータの送信が開始さ
れるときに蓄積の開始を規定する前記蓄積制御情報を送信し、前記各ＡＶデータの送信が
終了するときに蓄積の終了を規定する前記蓄積制御情報を送信し、さらに、前記各ＡＶデ
ータを送信している間に当該ＡＶデータの前記蓄積管理情報を送信する送信手段と、を備
え、前記スケジュール管理手段は、放送スケジュールが変動した場合に、前記リファレン
ス情報の蓄積管理情報を参照し、放送スケジュールに含まれるＣＭの一部を、ＡＶデータ
の放送時間を異にする他のＣＭで差し替えて前記放送番組の放送スケジュールを当初の放
送時間枠内で終了させる、ことを特徴としている。
【０００９】
これにより、放送送信装置において、放送受信装置に蓄積する放送番組のＡＶデータを管
理するための情報を作成することができる。
【００１３】
　また、緊急ニュース番組などで放送番組のスケジュールを変更した場合にも、放送受信
装置で蓄積管理しているデータを変更する必要はなく、放送送信装置において、放送時間
枠内で放送番組のスケジュールを再編成することができる。
【００１４】
　また、本発明の放送受信装置は、前記放送送信装置から送信された前記放送番組及びＣ
Ｍの各ＡＶデータと、前記各ＡＶデータの蓄積の準備、蓄積の開始及び蓄積の終了を規定
する蓄積制御情報と、前記各ＡＶデータの識別情報及び放送時間の情報を含む蓄積管理情
報とを受信する放送受信装置であって、受信した前記ＡＶデータと前記蓄積制御情報と前
記蓄積管理情報とを分離抽出する受信手段と、
　前記ＡＶデータを内部バッファに取り込んで復号するＡＶデコーダ手段と、前記蓄積制
御情報の指示に基づいて、復号したＡＶデータを前記蓄積管理情報とともに蓄積、管理す
るＡＶデータ蓄積管理手段と、を備え、前記ＡＶデータ蓄積管理手段は、蓄積の準備を規
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定する前記蓄積制御情報を受信したとき、前記ＡＶデータの蓄積の可能性を判断し、蓄積
が可能であると判断した場合のみ、蓄積の開始を規定する前記蓄積制御情報の指示に基づ
いて前記ＡＶデータを蓄積することを特徴としている。
【００１５】
これにより、放送送信装置は、放送番組のスケジュールにあわせて、放送受信装置に、放
送番組のＡＶデータを蓄積、管理させることができる。
【００１７】
　また、放送受信装置は、放送送信装置によって蓄積指示された放送番組のＡＶデータを
、効率良く蓄積管理することができる。
【００３０】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００６１】
（第１の実施の形態）
第１の実施の形態の放送システムは、図１に示すように、放送番組を送信する放送送信装
置100と、放送番組を受信する放送受信装置110とから成り、放送送信装置100は、放送番
組素材であるＡＶデータの放送受信装置110での蓄積を制御し、また、この蓄積されたＡ
Ｖデータの利用を制御して、放送送信装置100が意図する放送番組サービスを放送受信装
置110に提供する。
【００６２】
放送送信装置100は、放送番組の素材をＡＶデータとして蓄積して管理するＡＶデータ蓄
積管理手段101と、放送番組のスケジュールを作成し、スケジュール情報として管理する
スケジュール管理手段102と、放送番組のＡＶデータを放送受信装置110に蓄積する場合の
処理制御方法を示す蓄積制御情報と、蓄積中のＡＶデータの管理情報を示す蓄積管理情報
とを作成して、リファレンス情報として登録するリファレンス情報作成手段103と、リフ
ァレンス情報作成手段103によって作成されたリファレンス情報を蓄積管理し、その送出
を制御するリファレンス情報蓄積管理手段104と、放送番組サービスでのＡＶデータの利
用方法を示すアプリケーション情報を作成するアプリケーション情報作成手段105と、ア
プリケーション情報作成手段105によって作成されたアプリケーション情報を蓄積管理し
、その送出を制御するアプリケーション情報蓄積管理手段106と、放送番組サービスを実
行するためのサービスアプリケーションを蓄積管理し、その送出を制御するサービスアプ
リケーション蓄積管理手段107と、放送受信装置110にデータを送信する送信手段108とを
備えている。
【００６３】
一方、放送受信装置110は、送信手段108から送信されたデータを受信する受信手段111と
、受信したＡＶデータを内部バッファに取り込んで復号するＡＶデコーダ手段112と、Ａ
Ｖデコーダ手段112から出力されたＡＶデータを再生するＡＶ再生手段113と、ＡＶデータ
を蓄積、管理するＡＶデータ蓄積管理手段114と、受信したリファレンス情報の蓄積制御
情報に基づく処理を行うリファレンス情報処理手段115と、受信したアプリケーション情
報を蓄積して管理するアプリケーション情報蓄積管理手段116と、受信したサービスアプ
リケーションを蓄積して管理するサービスアプリケーション蓄積管理手段117と、ＡＶデ
ータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータを利用して、サービスアプリケー
ションを実行するアプリケーション情報処理手段118とを備えている。
【００６４】
次に、この放送システムの動作について説明する。
【００６５】
放送送信装置100のＡＶデータ蓄積管理手段101は、図２に示すように、放送番組を構成す
る映像や音声などから構成される素材を、データ識別子、データサイズ、放送時間、Vers
ion情報などの更新情報、及びグループ識別子から構成されるＡＶデータ情報201で表し、
ＡＶデータとして、蓄積・管理している。なお、データ識別子は、映像識別子、音声識別
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子、信号識別子、コード識別子、時間識別子など、システムで一意に規定されている識別
子のことであり、また、グループ識別子は、システムでグループとして一意に規定されて
いる識別子のことである。
【００６６】
また、スケジュール管理手段102は、放送番組のスケジュールを作成するために、放送開
始時間などの情報と、ＡＶデータ蓄積管理手段101で蓄積管理されているＡＶデータとを
組み合わせて、スケジュール情報202を作成し、ＡＶデータ情報201のデータ識別子を利用
して、管理している。図２のスケジュール情報は、例えば、データ識別子１で表される素
材が10:00:00、10:14:00及び10:28:00にそれぞれ放送開始されることを示している。
【００６７】
放送送信装置100のリファレンス情報作成手段103は、放送受信装置110に放送番組のＡＶ
データを蓄積するためのリファレンス情報を作成する。
【００６８】
この処理のフロー図を図１２に示し、また、作成されるリファレンス情報を図２に示して
いる。
【００６９】
リファレンス情報作成手段103は、リファレンス情報の内、まず、放送受信装置で放送番
組のＡＶデータを蓄積する際の処理制御方法を示す蓄積制御情報を作成し、次いで、放送
受信装置で放送番組のＡＶデータを蓄積しているときの管理情報を示す蓄積管理情報を作
成する。
【００７０】
ステップS1－1：リファレンス情報作成手段103は、蓄積制御情報を作成するため、ＡＶデ
ータ情報201に登録されているデータサイズと、スケジュール情報202に登録されている放
送開始時間とを読み出し、
ステップS1－2：放送開始時間前（ここでは、３分前としている）に蓄積準備を行って、
ＡＶデータのデータサイズが蓄積できる容量が放送受信装置にあるかをチェックする蓄積
制御コマンド、蓄積Readyコマンドを作成する。
【００７１】
ステップS1－3：次に、放送開始時間になったら蓄積を開始する蓄積制御コマンド、蓄積G
oコマンドを作成する。
【００７２】
ステップS1－4：次に、ＡＶデータ情報201に登録されている放送時間と、スケジュール情
報202に登録されている放送開始時間とから、放送時間が終了したら蓄積を終了する蓄積
制御コマンド、蓄積Stopコマンドを作成する。
【００７３】
ステップS1－5：作成した蓄積制御コマンド、蓄積Ready、蓄積Go、蓄積Stopコマンドを、
蓄積制御情報204として、登録する。
【００７４】
ステップS1－6：次に、蓄積管理情報を作成するため、ＡＶデータ情報201に登録されてい
るグループ識別子を読み出し、グループ識別子ごとに一意であるデータ名の情報を作成し
、蓄積管理情報205に登録する。また、その他の情報、例えば更新情報、放送時間、放送
開始時間などの情報を作成するため、ＡＶデータ情報201から該当する情報を読み出し、
蓄積管理情報205に登録する。
【００７５】
ステップS1－7：その後、作成した蓄積制御情報204と蓄積管理情報205とをリファレンス
情報203として、ＡＶデータ情報201のデータ識別子を利用して、リファレンス情報蓄積管
理手段104で蓄積して管理する。
【００７６】
次に、放送送信装置は、作成したリファレンス情報を利用して放送番組のＡＶデータを放
送受信装置に蓄積するために、図１３に示す手順で送信動作を行う。



(6) JP 4298045 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

【００７７】
リファレンス情報蓄積管理手段104は、リファレンス情報作成手段103で作成された蓄積制
御情報204と蓄積管理情報205とを、リファレンス情報203として蓄積・管理している。
【００７８】
ステップS2－1：例えば、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４社が提供している10:00～10:30のドラマ番
組ａという放送番組のＡＶデータを、放送受信装置で蓄積するために、図３のように、ま
ず、リファレンス情報蓄積管理手段104で蓄積管理しているリファレンス情報203の蓄積制
御情報204から、蓄積制御Readyコマンドを読み取って、Ａ社の１番目のＣＭの蓄積制御Re
adyコマンドを9:57:00に送信する。
【００７９】
同様に、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社の１番目のＣＭ、及びドラマ番組ａの１番目の蓄積制御Ready
コマンドをそれぞれ、9:57:30、9:57:45、9:58:45、9:59:00に送信する。
【００８０】
ステップS2－2：10:00:00になってドラマ番組ａの放送開始と同時に、放送番組のスケジ
ュールに従って、まず、Ａ社の１番目のＣＭのＡＶデータを送信する。同時に、リファレ
ンス情報として、Ａ社の１番目のＣＭの蓄積制御Goコマンドと蓄積管理情報とを送信する
。
【００８１】
ステップS2－3：10:00:30になってＡ社の１番目のＣＭの放送終了と同時に、Ａ社の１番
目のＣＭのＡＶデータの送信を終了する。同時に、リファレンス情報として、Ａ社の１番
目のＣＭの蓄積制御Stopコマンドを送信し、蓄積管理情報の送信を終了する。
【００８２】
以下、同様に、Ｂ、Ｃ、Ｄ社の１番目のＣＭのＡＶデータとリファレンス情報を送信する
。
【００８３】
ステップS2－4：10:30:00になって、ドラマ番組ａの放送終了と同時に、ドラマ番組ａの
ＡＶデータとリファレンス情報との送信を終了する。
【００８４】
次に、放送送信装置が送信したリファレンス情報を利用して、放送受信装置が、放送番組
のＡＶデータを蓄積する動作について説明する。
【００８５】
図１４、１５は、このときの放送受信装置の処理の流れを示している。
【００８６】
前述のように、放送送信装置100から、放送番組のＡＶデータと、リファレンス情報203と
して、蓄積制御情報204と蓄積管理情報205とが放送されている。
【００８７】
ステップS3－1：例えば、視聴者がＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４社が提供している10:00～10:30の
ドラマ番組ａを視聴し、そのＡＶデータを放送受信装置に蓄積するため、視聴者が放送さ
れているドラマ番組ａをチューニングすると、
ステップS3－2：受信手段111は、ドラマ番組ａのＡＶデータとリファレンス情報とを分離
抽出し、ＡＶデータはＡＶデコーダ手段112に、リファレンス情報はリファレンス情報処
理手段115に出力する。
【００８８】
ステップS3－3：リファレンス情報処理手段115は、リファレンス情報の蓄積制御情報とし
て蓄積制御Readyコマンドが入力すると、その蓄積制御Readyコマンドを実行する。
【００８９】
このときの動作を図１５のフロー図によってさらに詳しく示す。
【００９０】
ステップS4－1：リファレンス情報処理手段115は、9:57:00に送信されてきたＡ社の１番
目のＣＭの蓄積制御Readyコマンドを実行し、放送受信装置110にＡ社の１番目のＣＭのＡ
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Ｖデータが蓄積可能な容量があるか確認する。
【００９１】
ステップS4－2：蓄積可能な場合は、Ａ社の１番目のＣＭのＡＶデータが既に蓄積されて
いないか確認する。
【００９２】
ステップS4－3：既に蓄積されている場合は、Ａ社ＣＭ１番のＡＶデータの蓄積管理情報
を参照し、更新情報、例えばVersion情報などを登録して、
ステップS4－4：蓄積されていたＡＶデータを削除し、
ステップS4－5：蓄積ＯＫコマンドを返す。
【００９３】
以下、同様に、Ｂ社、Ｃ社、Ｄ社の１番目のＣＭ、及びドラマ番組ａの１番目の蓄積制御
Readyコマンドをそれぞれ、9:57:30、9:57:45、9:58:45、9:59:00に実行する（ステップS
4－１～S4-6）。
【００９４】
図１４に戻って、
ステップS3－4：10:00:00になってドラマ番組aの放送が開始されると、蓄積制御Readyコ
マンドにより蓄積ＯＫが返ってきた場合は、リファレンス情報処理手段115で以下の処理
を行う。
【００９５】
ステップS3－5：送信されてきたＡ社の１番目のＣＭの蓄積制御Goコマンドを実行し、同
時に、Ａ社の１番目のＣＭの蓄積管理情報を読み取ってデータ名の情報を抽出し、抽出し
たデータ名をファイル名として、Ａ社の１番目のＣＭのＡＶデータの蓄積を開始する。
【００９６】
ステップS3－6：10:00:30になってＡ社の１番目のＣＭの放送が終了すると、送信されて
きたＡ社の１番目のＣＭの蓄積制御Stopコマンドを実行し、Ａ社の１番目のＣＭのＡＶデ
ータの蓄積を終了する。
【００９７】
以下、同様に、ドラマ番組ａの放送終了まで、ＡＶデータの蓄積処理を行う（ステップS3
－5、S3－6）。
【００９８】
以上のように、この実施の形態の放送送信装置は、放送番組を構成する素材をＡＶデータ
として蓄積管理し、そのＡＶデータを放送受信装置に蓄積する場合の処理制御方法を示す
蓄積制御情報と、蓄積中の管理情報を示す蓄積管理情報とを作成し、リファレンス情報と
して登録し蓄積管理し、放送番組のスケジュールを管理しているスケジュール情報にあわ
せて送信する。また、放送受信装置は、蓄積制御情報に従って蓄積制御コマンドを実行し
、蓄積管理情報に従ってＡＶデータを蓄積して管理する。こうした処理により、放送送信
装置は、放送受信装置に蓄積する放送番組のＡＶデータを管理するための情報を作成して
、放送番組のスケジュールにあわせて放送受信装置にそのＡＶデータを蓄積させることが
可能になる。
【００９９】
なお、本実施の形態では、スケジュール情報の管理を、ＡＶデータ情報のデータ識別子で
管理した例で説明したが、これに限定する必要はなく、スケジュール情報とＡＶデータ情
報とを１対１で管理できる情報であれば同様に実施可能である。
【０１００】
また、本実施の形態では、蓄積Readyコマンドによる蓄積準備は、３分前とした例で説明
したが、これに限定する必要はなく、開始時間のどのくらい前にするかは設定により自由
に変更できるようにしても良い。
【０１０１】
また、本実施の形態では、蓄積管理情報に登録する情報は、グループ識別子ごとに一意で
あるデータ名の情報と、更新情報、放送時間、放送開始時間とした例で説明したが、これ
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に限定する必要はなく、蓄積管理するＡＶデータを特定できる情報であればその他のもの
であっても良い。
【０１０２】
また、本実施の形態では、リファレンス情報の管理は、ＡＶデータ情報のデータ識別子で
管理した例で説明したが、これに限定する必要はなく、リファレンス情報とＡＶデータ情
報とを１対１で管理できる情報であれば同様に実施可能である。
【０１０３】
また、本実施の形態では、ＡＶデータの蓄積は、蓄積管理情報のデータ名の情報をファイ
ル名として蓄積した例で説明したが、これに限定する必要はなく、蓄積するＡＶデータを
一意に特定できる情報で蓄積すれば、同様に実施可能である。
【０１０４】
また、本実施の形態では、蓄積制御情報として登録する蓄積制御コマンドは、蓄積Ready
、蓄積Go、蓄積Stopの３つのコマンドとした例で説明したが、この３つのコマンドに限定
する必要はなく、その他のコマンド、例えば、蓄積を一時停止する蓄積制御コマンド、蓄
積Pause、蓄積を再開する蓄積制御コマンド、蓄積Restartなどのコマンドについても、同
様に実施可能である。
【０１０５】
（第２の実施の形態）
第２の実施の形態では、放送送信装置が、放送番組のスケジュールを変更した場合に、リ
ファレンス情報を変更する動作について説明する。
【０１０６】
図１６は、この放送送信装置が、放送番組のスケジュールを変更した場合に、スケジュー
ル情報に従ってリファレンス情報を変更する処理の流れを示すフローチャートであり、図
１、２、４、５とあわせて、以下にその動作を説明する。
【０１０７】
第１の実施の形態で説明したように、リファレンス情報蓄積管理手段104は、リファレン
ス情報作成手段103で作成された蓄積制御情報204と蓄積管理情報205とを、リファレンス
情報203として蓄積管理している。
【０１０８】
ステップS5－1：例えば、図４の放送番組401のようにスケジュールが構成されている放送
番組において、10:00:45に２分の緊急ニュース番組を放送する必要が生じた場合には、流
動番組402のように、10:00:45に２分の緊急ニュース番組を挿入し、以降のスケジュール
を２分ずつ繰り下げる放送スケジュールの変更が行われる。
【０１０９】
ステップS5－2：このとき、スケジュール管理手段102は、図５のように、管理しているス
ケジュール情報501のうち、10:00:45以降の番組のスケジュールを２分ずつ繰り下げて放
送するように変更したスケジュール情報502を作成する。
【０１１０】
ステップS5－3：リファレンス情報蓄積管理手段104は、スケジュール情報の501から502へ
の変更に伴って、スケジュールが変更されたＡＶデータを抽出し、ステップS5－4：蓄積
管理しているリファレンス情報203のうち、変更されたＡＶデータの蓄積制御情報を変更
して蓄積制御情報504を作成し、
ステップS5－5：また、蓄積管理しているリファレンス情報203のうち、変更されたＡＶデ
ータの蓄積管理情報を変更して、蓄積管理情報505を作成し、
ステップS5－6：変更したリファレンス情報503を登録する。
【０１１１】
以上のように、本実施の形態の放送システムでは、放送番組のスケジュールを変更した場
合に、放送送信装置は、スケジュール情報に従って蓄積管理しているリファレンス情報を
変更する。一方、放送受信装置では蓄積管理しているデータを変更する必要はない。この
ように、放送スケジュールを変更する場合に、放送送信装置側だけで柔軟に対応すること
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ができる。
【０１１２】
なお、本実施の形態では、２分の緊急ニュース番組を放送番組のスケジュールに挿入した
例で説明したが、これに限定する必要はなく、何分何時間の番組を挿入あるいは削除して
放送番組のスケジュールを変更する場合であっても同様に実施可能である。
【０１１３】
（第３の実施の形態）
第３の実施の形態では、放送番組のスケジュールが変動した場合に、リファレンス情報を
利用して、放送番組のスケジュールを放送時間枠内で終了させる動作について説明する。
【０１１４】
図１７は、この場合の放送送信装置での処理の流れを示すフローチャートであり、図１、
２、４とあわせて、その動作を説明する。
【０１１５】
第１の実施の形態で説明したように、リファレンス情報蓄積管理手段104は、リファレン
ス情報作成手段103によって作成された蓄積制御情報204と蓄積管理情報205とを、リファ
レンス情報203として蓄積、管理している。
【０１１６】
例えば、図４の放送番組401のようにスケジュールが構成されている放送番組において、1
0:00:45に２分の緊急ニュース番組を放送する必要が生じた場合には、第２の実施の形態
で説明したように、10:00:45に２分の緊急ニュース番組を挿入し、以降のスケジュールを
２分ずつ繰り下げるスケジュールに変更すると、流動番組402のように、もともとの放送
時間枠から２分オーバーした放送番組のスケジュールが作成されてしまう。
【０１１７】
そこで、スケジュール管理手段102は、放送時間枠内で放送を終了させるために、
ステップS6－1：リファレンス情報蓄積管理手段104によって蓄積管理されているリファレ
ンス情報203の蓄積管理情報205を参照し、
ステップS6－2：Ａ～Ｄ社のＣＭのＡＶデータのうち、最も放送時間の短いＡ１、Ｂ１、
Ｃ２、Ｄ１を抽出する。
【０１１８】
ステップS6－3：抽出したＡ～Ｄ社のＣＭのＡＶデータＡ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を使用し
て、スケジュール情報を再編成し、
ステップS6－4：修正番組403を作成する。
【０１１９】
このように、本実施の形態の放送送信装置では、蓄積管理しているリファレンス情報を利
用して、放送時間枠内で放送が終了するように放送番組のスケジュールを作成することが
できる。こうすることにより、放送番組のスケジュール変更が必要になった場合に、放送
受信装置で蓄積管理されているデータに変更を加えることなく、放送時間枠内で放送番組
のスケジュールを再編成することができる。
【０１２０】
なお、本実施の形態では、２分の緊急ニュース番組を放送番組のスケジュールに挿入した
例で説明したが、これに限定する必要はなく、何分何時間の番組を挿入あるいは削除して
放送番組のスケジュールを変更する場合であっても同様に実施可能である。
【０１２１】
（第４の実施の形態）
第４の実施の形態では、放送受信装置で蓄積管理されているＡＶデータを利用して放送番
組サービスを提供する動作について説明する。
【０１２２】
例えば、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４社が提供している10:00～10:30のドラマ番組ａという放送番
組がある。Ａ～Ｄ社は、ドラマ番組ａに対し、ドラマ番組の開始前、途中、終了後に、そ
れぞれ、Ａ社は、３０秒のＣＭを３回放送している。Ｂ社は、３０秒、１５秒、４５秒の



(10) JP 4298045 B2 2009.7.15

10

20

30

40

50

ＣＭを各１回ずつ放送している。Ｃ社は、６０秒のＣＭを１回、１５秒のＣＭを２回放送
している。Ｄ社は、１５秒のＣＭを２回、３０秒のＣＭを２回放送しているものとする。
【０１２３】
まず、放送送信装置は、放送番組サービスを提供するために、アプリケーション情報、即
ち、放送番組サービスでのＡＶデータの利用方法（ＡＶデータの利用順序など）を示す情
報、を作成する。図１８のフロー図を用いて、この動作について説明する。
【０１２４】
放送送信装置100のリファレンス情報蓄積管理手段104は、図６に示すように、リファレン
ス情報作成手段103で作成された蓄積制御情報601と蓄積管理情報602とを、リファレンス
情報603として蓄積、管理しており、アプリケーション情報作成手段105は、図６のように
、このリファレンス情報603から、番組を特定する番組情報と、ＡＶデータの利用順序を
示す放送情報とから成るアプリケーション情報を作成する。即ち、
ステップS7－1：例えば、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４社が提供している10:00～10:30のドラマ番
組ａを対象とする放送番組サービスのアプリケーション情報における番組情報を作成する
ため、番組名の情報（本実施の形態では、ドラマ番組ａ）を番組情報として、アプリケー
ション情報604に登録する。
【０１２５】
ステップS7－2：次に、アプリケーション情報の放送情報を作成するため、リファレンス
情報603に登録されている蓄積管理情報602から、放送開始時間の情報を読み出して、
ステップS7－3：10:00～10:30の放送開始時間に放送するＡＶデータのデータ名の情報を
読み出して、ａ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｃ１、Ｃ２、Ｄ１、Ｄ２を抽出する
。
【０１２６】
ステップS7－4：抽出したＡＶデータの放送順序を検索し、Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１、ａ
１、Ａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、Ａ１、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ１、Ｄ２より成る放送順序の
情報を放送情報として作成する。
【０１２７】
ステップS7－5：作成した番組情報と放送情報とを、10:00～10:30のドラマ番組ａに対す
るアプリケーション情報604として登録し、
ステップS7－6：アプリケーション情報蓄積管理手段106は、これを蓄積、管理する。
【０１２８】
次に、放送送信装置から、アプリケーション情報とサービスアプリケーションとを送信し
、放送受信装置に蓄積されているＡＶデータを利用して放送番組サービスを提供する動作
について説明する。
【０１２９】
例えば、10:00～10:30のドラマ番組ａに対し、放送番組サービスとして、以下のようなサ
ービスを提供するものとする。
１．再放送番組サービス
1999年1月1日11:00:00に、放送受信装置に蓄積されているＡＶデータを利用して、ドラマ
番組ａを再放送するサービス。放送送信装置から再度ドラマ番組ａのデータを送信しなく
ても、再放送できるようにすることを目的とする。
２．ＣＭ短縮放送番組サービス
ドラマ番組ａの放送中に、同じ会社（本実施の形態ではＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ社）のＣＭの中で
、最短放送時間のＣＭのみを放送するサービス。番組放送時に、放送時間を短縮して、Ｃ
Ｍを視聴させることを目的とする。
３．ＣＭ優先順放送番組サービス
ドラマ番組ａの放送でのＣＭの放送は、優先順位の高いＣＭから放送するサービス。優先
順位の高いＣＭから視聴させることを目的とする。例えば、以下のようなサービスを提供
する。
【０１３０】
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３．１ＣＭ途中放送番組サービス
ドラマ番組ａの途中（本放送時間10:10:00）から放送する。ＣＭは、放送順序に従って優
先順位が高い。
【０１３１】
３．２ＣＭ長～短時間放送番組サービス
ドラマ番組ａの放送でのＣＭの放送は、同じ会社のＣＭの中で最長放送時間のＣＭから順
に優先順位が高い。
【０１３２】
３．３ＣＭ短～長時間放送番組サービス
ドラマ番組ａの放送中のＣＭの放送は、同じ会社のＣＭの中で最短放送時間のＣＭから順
に優先順位が高い。
【０１３３】
まず、放送送信装置から、アプリケーション情報とサービスアプリケーションとを送信し
て、放送受信装置に蓄積する動作について説明する。
【０１３４】
図１９は、受信装置が、放送番組サービスアプリケーション情報を蓄積、管理する処理の
流れを示すフローチャートである。
【０１３５】
前述のように、放送送信装置100のアプリケーション情報蓄積管理手段106は、アプリケー
ション情報作成手段105によって作成された、10:00～10:30のドラマ番組ａに対するアプ
リケーション情報701を蓄積管理している。
【０１３６】
また、放送送信装置100のサービスアプリケーション蓄積管理手段107は、前述の放送番組
サービスアプリケーション１～３を蓄積、管理している。
【０１３７】
以下、前述の各放送番組サービスについて、例えば、放送送信装置が放送番組サービスア
プリケーション情報として、図７のように、サービス情報と処理情報とを作成して、放送
受信装置に蓄積する動作について説明する。
【０１３８】
１．再放送番組サービス
ステップS8－1：再放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100は、再放送番組サ
ービスアプリケーション処理プログラムを送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１３９】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理しているアプリケーション情報701を読み込む。
【０１４０】
ステップS8－4：1999年1月1日11:00:00に再放送するために、放送時間1999年1月1日11:00
:00を処理情報として、また、放送番組サービス名の「再放送番組サービス」をサービス
情報として、このサービス情報と処理情報とから成る放送番組サービス情報702をアプリ
ケーション情報701に追加し、再放送番組サービスアプリケーション情報703を作成して、
サービスアプリケーション蓄積管理手段107に蓄積する。
【０１４１】
ステップS8－5：放送送信装置100は、再放送番組サービスを実行する前に、再放送番組サ
ービスアプリケーション情報703を放送受信装置110に送信する。
【０１４２】
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117はこれを
蓄積する。
【０１４３】
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なお、放送受信装置110では、受信手段111が、受信情報からアプリケーション情報とサー
ビスアプリケーションとを分離し、アプリケーション情報はアプリケーション情報蓄積管
理手段116が管理し、サービスアプリケーションはサービスアプリケーション蓄積管理手
段117が蓄積管理するようにしても良い。
【０１４４】
２．ＣＭ短縮放送番組サービス
ステップS8－1：ＣＭ短縮放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100からＣＭ短
縮放送番組サービスアプリケーション処理プログラムを送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１４５】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理しているアプリケーション情報701を読み込む。
【０１４６】
ステップS8－4：同じ会社（Ａ～Ｄ社）のＣＭの中で最短放送時間のＣＭのみを放送する
ために、短縮放送を行うＣＭ会社のグループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを処理情報として、放
送番組サービス名の「ＣＭ短縮放送番組サービス」をサービス情報として、このサービス
情報と処理情報とから成る放送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加し
、ＣＭ短縮放送番組サービスアプリケーション情報704を作成して、サービスアプリケー
ション蓄積管理手段107に蓄積する。
【０１４７】
ステップS8－5：放送送信装置100は、ＣＭ短縮放送番組サービスを実行する前に、放送送
信装置100からＣＭ短縮放送番組サービスアプリケーション情報704を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１４８】
３．ＣＭ優先順放送番組サービス
３．１　ＣＭ途中放送番組サービス
ステップS8－1：放送送信装置100は、ＣＭ途中放送番組サービスを実行する前に、ＣＭ途
中放送番組サービスアプリケーション処理プログラムを送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１４９】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理しているアプリケーション情報701を読み込む。
【０１５０】
ステップS8－4：本放送時間10:10:00から放送し、ＣＭは放送順序に従って放送するため
に、優先順位を放送順として、また、放送開始時間10:10:00をドラマ番組ａのＡＶデータ
ａ１の放送時間に換算し、（10:10:00－10:02:00（ａ１の本放送開始時間））min×60sec
＝480secを放送開始時間として、処理情報を登録し、放送番組サービス名の「ＣＭ途中放
送番組サービス」をサービス情報として、このサービス情報と処理情報とから成る放送番
組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加し、ＣＭ途中放送番組サービスアプ
リケーション情報705を作成して、サービスアプリケーション蓄積管理手段107に蓄積する
。
【０１５１】
ステップS8－5：ＣＭ途中放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100からＣＭ途
中放送番組サービスアプリケーション情報705を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１５２】
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３．２　ＣＭ長～短時間放送番組サービス
ステップS8－1：ＣＭ長～短時間放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100から
ＣＭ長～短時間放送番組サービスアプリケーション処理プログラムを送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１５３】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理しているアプリケーション情報701を読み込む。
【０１５４】
ステップS8－4：同じ会社のＣＭの中で最長放送時間のＣＭから順に放送するために、短
縮放送を行うＣＭ会社のグループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、ＤをＭＡＸ（最長放送時間）～ＭＩ
Ｎ（最短放送時間）まで放送するように優先順位をつけて処理情報として登録し、放送番
組サービス名の「ＣＭ長～短時間放送番組サービス」をサービス情報として、このサービ
ス情報と処理情報とから成る放送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加
し、ＣＭ長～短時間放送番組サービスアプリケーション情報706を作成して、サービスア
プリケーション蓄積管理手段107に蓄積する。
【０１５５】
ステップS8－5：ＣＭ長～短時間放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100から
ＣＭ長～短時間放送番組サービスアプリケーション情報706を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１５６】
３．３　ＣＭ短～長時間放送番組サービス
ステップS8－1：ＣＭ短～長時間放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100から
ＣＭ短～長時間放送番組サービスアプリケーション処理プログラムを送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１５７】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理しているアプリケーション情報701を読み込む。
【０１５８】
ステップS8－4：同じ会社のＣＭの中で最長放送時間のＣＭから順に放送するために、短
縮放送を行うＣＭ会社のグループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、ＤをＭＩＮ（最短放送時間）～ＭＡ
Ｘ（最長放送時間）まで放送するように優先順位をつけて処理情報として登録し、放送番
組サービス名の「ＣＭ短～長時間放送番組サービス」をサービス情報として、このサービ
ス情報と処理情報とから成る放送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加
し、ＣＭ短～長時間放送番組サービスアプリケーション情報707を作成して、サービスア
プリケーション蓄積管理手段107に蓄積する。
【０１５９】
ステップS8－5：ＣＭ短～長時間放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100から
ＣＭ短～長時間放送番組サービスアプリケーション情報705を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１６０】
次に、放送受信装置が、蓄積管理しているＡＶデータを利用して放送番組サービスを行う
動作について説明する。
【０１６１】
図２０は、放送受信装置が、アプリケーション情報に従って、蓄積しているＡＶデータを
利用して、放送番組サービスを行う処理の流れを示すフローチャートであり、図１、７、
８とあわせて、その動作を説明する。
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【０１６２】
以下、前述の各放送番組サービスについて、詳細に説明する。
【０１６３】
１．再放送番組サービス
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されている再放送番組サービスアプリケーショ
ン情報703を読み込み、
ステップS9－2：処理情報として登録されている放送時間に従って、1999年1月1日11:00:0
0になると、サービス情報に従って、再放送番組サービスアプリケーション処理プログラ
ムを実行する。
【０１６４】
ステップS9－3：再放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、再放送番組サ
ービスアプリケーション情報703の放送情報に従って、ＡＶデータ蓄積管理手段114で蓄積
管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ１、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２
、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出する。
【０１６５】
ステップS9－4：図８の再放送802のように、ＡＶデータＡ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ１、
Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を順に、放送すると、
放送送信装置から再度ドラマ番組ａのデータを送信する必要なく、再放送することができ
る。
【０１６６】
２．ＣＭ短縮放送番組サービス
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されているＣＭ短縮放送番組サービスアプリケ
ーション情報704を読み込んで、
ステップS9－2：サービス情報に従って、ＣＭ短縮放送番組サービスアプリケーション処
理プログラムを実行する。
【０１６７】
ステップS9－3：ＣＭ短縮放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、ＣＭ短
縮放送番組サービスアプリケーション情報704の放送情報に従って、ＡＶデータ蓄積管理
手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ１、Ａ
１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出する。
【０１６８】
ステップS9－4：図８のＣＭ短縮放送803のように、ＣＭ短縮放送番組サービスアプリケー
ション情報704の処理情報に登録されているＣＭ会社のグループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを
持つＡＶデータの中から最短放送時間のＡ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出し、Ａ１、Ｂ１、
Ｃ２、Ｄ１、ａ１、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１の順に放送
すると、
放送時間を短縮して、ＣＭも視聴させることができる。
【０１６９】
３．ＣＭ優先順放送番組サービス
３．１　ＣＭ途中放送番組サービス
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されているＣＭ途中放送番組サービスアプリケ
ーション情報705を読み込んで、
ステップS9－2：処理情報として登録されている放送時間に従って、ドラマａ１の480sec
から、サービス情報に従って、ＣＭ途中放送番組サービスアプリケーション処理プログラ
ムを実行する。
【０１７０】
ステップS9－3：ＣＭ途中放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、ＣＭ途
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中放送番組サービスアプリケーション情報705の放送情報に従って、ＡＶデータ蓄積管理
手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ１、Ａ
１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出する。
【０１７１】
ステップS9－4：図８のＣＭ途中放送804のように、ドラマ番組ａのＡＶデータａ１の480s
ecから放送を開始し、ＣＭ途中放送番組サービスアプリケーション情報705の処理情報と
して登録されている、優先順位：放送順に従って、ＣＭ放送の順序を変更しないように、
Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１の順に放送すると、
放送番組の途中から放送しても、ＣＭの放送は、優先順位が高いＣＭから放送することが
できる。
【０１７２】
３．２　ＣＭ長～短時間放送番組サービス
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されているＣＭ長～短時間放送番組サービスア
プリケーション情報706を読み込んで、
ステップS9－2：サービス情報に従って、ＣＭ長～短時間放送番組サービスアプリケーシ
ョン処理プログラムを実行する。
【０１７３】
ステップS9－3：ＣＭ長～短時間放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、
ＣＭ長～短時間放送番組サービスアプリケーション情報706の放送情報に従って、ＡＶデ
ータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ
１、ａ１、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出する。
【０１７４】
ステップS9－4：図８のＣＭ長～短時間放送805のように、ＣＭ長～短時間放送番組サービ
スアプリケーション情報706の処理情報に登録されている優先順位に従って、ＣＭ会社の
グループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを持つＡＶデータの中から最長放送時間のＡＶデータから
順に、Ａ１、Ｂ２、Ｃ１、Ｄ２、ａ１、Ａ１、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ
２、Ｄ１、Ｄ１の順で放送すると、
放送番組のＣＭの放送は、同じ会社のＣＭの中で最長放送時間のＣＭから優先的に視聴す
ることができる。
【０１７５】
３．３　ＣＭ短～長時間放送番組サービス
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されているＣＭ短～長時間放送番組サービスア
プリケーション情報707を読み込んで、
ステップS9－2：サービス情報に従って、ＣＭ短～長時間放送番組サービスアプリケーシ
ョン処理プログラムを実行する。
【０１７６】
ステップS9－3：ＣＭ短～長時間放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、
ＣＭ短～長時間放送番組サービスアプリケーション情報707の放送情報に従って、ＡＶデ
ータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ
１、ａ１、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出する。
【０１７７】
ステップS9－4：図８のＣＭ短～長時間放送806のように、ＣＭ短～長時間放送番組サービ
スアプリケーション情報707の処理情報に登録されている優先順位に従って、ＣＭ会社の
グループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを持つＡＶデータの中から最短放送時間のＡＶデータから
順に、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ１、Ａ１、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ２、Ｃ
１、Ｄ２、Ｄ２の順で放送すると、放送番組のＣＭの放送は、同じ会社のＣＭの中で最短
放送時間のＣＭから優先的に視聴することができる。
【０１７８】
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以上のように、本実施の形態の放送送信装置は、蓄積管理しているリファレンス情報から
、アプリケーション情報を作成し、放送番組サービスを実行するサービスアプリケーショ
ンとともに送信し、一方、放送受信装置は、アプリケーション情報に従って、蓄積管理し
ているＡＶデータの中から該当するＡＶデータを抽出して、サービスアプリケーションを
実行する。
【０１７９】
そのため、放送送信装置は、放送受信装置に蓄積管理されているＡＶデータを利用して放
送番組サービスを提供することができる。
【０１８０】
なお、本実施の形態では、提供する放送番組サービスとして、ＣＭ放送番組サービスを例
に説明したが、これに限定する必要はなく、サービスアプリケーションでサービスを規定
し、アプリケーション情報で放送番組のＡＶデータを利用する情報を提供するサービスで
あれば同様に実施可能である。
【０１８１】
また、番組情報は、番組名の情報で登録した例で説明したが、これに限定する必要はなく
、番組を一意に特定できる情報であれば同様に実施可能である。
【０１８２】
また、放送情報は、ＡＶデータのデータ名の情報で放送順序の情報を登録した例を説明し
たが、これに限定する必要はなく、ＡＶデータを一意に特定し、放送番組の内容を表現で
きる情報であれば同様に実施可能である。
【０１８３】
また、本実施の形態では、放送送信装置が放送番組サービスアプリケーション情報に登録
する情報を、番組情報、放送情報、サービス情報、処理情報とした例で説明したが、これ
に限定する必要はなく、放送受信装置でサービスを実行できる情報であれば同様に実施可
能である。
【０１８４】
（第５の実施の形態）
第５の実施の形態では、放送番組サービスを利用して、放送番組のＡＶデータを削除する
動作について説明する。
【０１８５】
例えば、10:00～10:30のドラマ番組ａに対し、ＣＭ削除放送番組サービスとして、Ａ～Ｄ
社の１番目のＣＭのＡＶデータを削除するサービスを提供するとする。
【０１８６】
まず、放送送信装置が、アプリケーション情報を作成する動作について、図１９のフロー
チャートを参照して、図１、７とあわせて、説明する。
【０１８７】
第４の実施の形態で説明したように、放送送信装置100のアプリケーション情報蓄積管理
手段106は、アプリケーション情報作成手段105で作成された、10:00～10:30のドラマ番組
ａに対するアプリケーション情報701を蓄積して管理している。
【０１８８】
また、放送送信装置100のサービスアプリケーション蓄積管理手段107は、ＣＭ削除放送番
組サービスアプリケーションを蓄積して管理している。
【０１８９】
例えば、放送送信装置がＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報として、サービ
ス情報と処理情報を作成して、放送受信装置に蓄積する動作について、説明する。
【０１９０】
ステップS8－1：10:00～10:30のドラマ番組ａに対し、ＣＭ削除放送番組サービスを提供
するために、第４の実施の形態と同様に、ＣＭ削除放送番組サービスを実行する前に、放
送送信装置100からＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション処理プログラムを送信し
、
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ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１９１】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理されているアプリケーション情報701を読み込む。
【０１９２】
ステップS8－4：Ａ～Ｄ社の１番目のＣＭのＡＶデータを削除するために、ＡＶデータの
データ名の情報Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１を処理情報として、また、放送番組サービス名の
「ＣＭ削除放送番組サービス」をサービス情報として、このサービス情報と処理情報とか
ら成る放送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加し、ＣＭ削除放送番組
サービスアプリケーション情報708を作成して、サービスアプリケーション蓄積管理手段1
07に蓄積する。
【０１９３】
ステップS8－5：ＣＭ削除放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100からＣＭ削
除放送番組サービスアプリケーション情報708を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０１９４】
次に、放送受信装置が、アプリケーション情報に従って、蓄積しているＡＶデータを削除
する動作について、図２０のフローチャートにより説明する。
【０１９５】
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されているＣＭ削除放送番組サービスアプリケ
ーション情報708を読み込んで、
ステップS9－2：サービス情報に従って、ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション処
理プログラムを実行する。
【０１９６】
ステップS9－3：ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、ＣＭ削
除放送番組サービスアプリケーション情報708の放送情報に従って、ＡＶデータ蓄積管理
手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ１、Ａ
１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１、ａ２、Ａ１、Ｂ１、Ｃ２、Ｄ１を抽出し、
ステップS9－4：ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報708の処理情報に登録さ
れているＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１をＡＶデータ蓄積管理手段114から削除する。
【０１９７】
以上のように、本実施の形態では、放送送信装置が、放送番組のＡＶデータを削除するサ
ービスアプリケーション情報を作成して送信することにより、放送受信装置は、サービス
アプリケーションを実行して、蓄積管理しているＡＶデータの中から該当するＡＶデータ
を抽出して削除する。このように、放送送信装置は、放送受信装置に蓄積管理されている
ＡＶデータを削除することができる。
【０１９８】
（第６の実施の形態）
第６の実施の形態では、放送番組サービスの利用情報を作成して活用する動作について説
明する。
【０１９９】
例えば、10:00～10:30のドラマ番組ａに対し、蓄積した放送番組を再生する場合、同じＣ
Ｍの放送は１回しか再生しないという、ＣＭ１回再生放送番組サービスを提供する場合に
ついて説明する。
【０２００】
まず、放送送信装置が、サービスアプリケーション情報を作成する動作について、図１９
のフローチャートを使って説明する。
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【０２０１】
第４の実施の形態で説明したように、放送送信装置100のアプリケーション情報蓄積管理
手段106は、アプリケーション情報作成手段105で作成された、10:00～10:30のドラマ番組
ａに対するアプリケーション情報701を蓄積して管理している。
【０２０２】
また、放送送信装置100のサービスアプリケーション蓄積管理手段107は、ＣＭ１回再生放
送番組サービスアプリケーションを蓄積して管理している。
【０２０３】
例えば、放送送信装置が、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報として、
サービス情報と処理情報とを作成して、放送受信装置に蓄積する動作について説明する。
【０２０４】
10:00～10:30のドラマ番組ａに対し、ＣＭ１回再生放送番組サービスを提供するために、
ステップS8－1：第４の実施の形態と同様に、ＣＭ１回再生放送番組サービスを実行する
前に、放送送信装置100からＣＭ１回放送番組サービスアプリケーション処理プログラム
を送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０２０５】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100が、アプリケーション情報蓄積管理手段
106で蓄積管理されているアプリケーション情報701を読み込む。
【０２０６】
ステップS8－4：ＣＭ１回再生放送番組サービスを提供するために、まず、初期値として
再生開始時間を０（再生していない）として処理情報を登録し、また、放送番組サービス
名の「ＣＭ１回再生放送番組サービス」をサービス情報として、このサービス情報と処理
情報とから成る放送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加し、ＣＭ１回
再生放送番組サービスアプリケーション情報709を作成して、サービスアプリケーション
蓄積管理手段107に蓄積する。
【０２０７】
ステップS8－5：ＣＭ１回再生放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100からＣ
Ｍ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報709を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０２０８】
次に、放送受信装置が、サービスアプリケーション情報に従って、蓄積しているＡＶデー
タを利用して、放送番組サービスを行う動作について、図２０のフローチャートを用いて
説明する。
【０２０９】
ステップS9－1：放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプ
リケーション蓄積管理手段117で蓄積管理されているＣＭ１回再生放送番組サービスアプ
リケーション情報709を読み込んで、
ステップS9－2：サービス情報に従って、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーショ
ン処理プログラムを実行する。
【０２１０】
ステップS9－3：ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、Ｃ
Ｍ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報709の放送情報に従って、ＡＶデータ
蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１、
ａ１、Ａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、Ａ１、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ１、Ｄ２を抽出する。
【０２１１】
ステップS9－4：図９の１回目の放送902のように、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリ
ケーション情報709の処理情報を参照し、再生開始時間が０（再生していない）であるた
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め、最初の放送からＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１、ａ１、Ａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、Ａ
１、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ１、Ｄ２の順に再生する。
【０２１２】
図２１は、放送受信装置が、放送番組サービスの利用情報を作成して活用する処理の流れ
を示すフローチャートであり、図１、７、９～１１とあわせて、その動作を説明する。
【０２１３】
ステップS10－1：前述のように、放送している10:00～10:30のドラマ番組ａにおいて、例
えば、視聴者がＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１、ａ１の視聴中に、10:10:00で視聴を終了した場
合に、ＣＭ１回放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、再生終了時間10:1
0:00をドラマ番組ａのＡＶデータａ１の放送時間に換算し、（10:10:00－10:02:00（a1の
放送開始時間））min×60sec＝480secで再生を終了する。
【０２１４】
ステップS10－2：次に、図１０のように、放送済のＣＭのＡＶデータ、Ａ１、Ｂ１、Ｃ１
、Ｄ１の蓄積管理情報1001に、放送番組サービス名の「ＣＭ１回再生放送番組サービス」
を利用情報として登録し、蓄積管理情報1002を作成する。
【０２１５】
ステップS10－3：また、図１１のように、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーショ
ン情報1101に、前述のように再生終了時間を換算した480secを再生開始時間として処理情
報に登録し、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報1102を作成する。
【０２１６】
ステップS10－4：再び、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション処理プログラム
を実行すると、
ステップS10－5：ＡＶデータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータに登録さ
れている蓄積管理情報1002を読み込む。
【０２１７】
ステップS10－6：ＡＶデータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から
、蓄積管理情報1002にＣＭ１回再生放送番組サービスの利用情報が登録されているＡ１、
Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１を外して、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報1102の
放送情報に従って、ａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ２を抽出する。
【０２１８】
ステップS10－7：図９の２回目の放送903のように、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプ
リケーション情報1102の処理情報を参照し、再生開始時間がａ１の480であるため、ドラ
マ番組ａのＡＶデータａ１の480secから再生を開始し、ａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、
Ｂ３、Ｃ２、Ｄ２の順に再生する。
【０２１９】
しかし、再び視聴者がａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２の視聴中に10:20:00で視聴を終了す
ると、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、再生終了時間
10:20:00をドラマ番組ａのＡＶデータａ２の放送時間に換算し、（10:20:00－10:15:30（
a2の放送開始時間））min×60sec＝270secで再生を終了する（ステップS10－1）。
【０２２０】
さらに、図１０のように、放送済のＣＭのＡＶデータ、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２の蓄積管理情報
1002に、放送番組サービス名の「ＣＭ１回再生放送番組サービス」を利用情報として登録
し、蓄積管理情報1003を作成する（ステップS10－2）。
【０２２１】
また、図１１のように、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報1102に、前
述のように再生終了時間を換算した270secを再生開始時間として処理情報に登録し、ＣＭ
１回再生放送番組サービスアプリケーション情報1103を作成する（ステップS10－3）。
【０２２２】
再び、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション処理プログラムを実行すると（ス
テップS10－4）、ＡＶデータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータに登録さ
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れている蓄積管理情報1003を読み込む（ステップS10－5）。
【０２２３】
ＡＶデータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、蓄積管理情報100
3にＣＭ１回再生放送番組サービスの利用情報が登録されているＡ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ１
、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２を外して、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報1103
の放送情報に従って、ａ２、Ｂ３を抽出する（ステップS10－6）。
【０２２４】
図９の３回目の放送903のように、ＣＭ１回再生放送番組サービスアプリケーション情報1
103の処理情報を参照し、再生開始時間がａ２の270であるため、ドラマ番組ａのＡＶデー
タａ２の270secから再生を開始し、ａ２、Ｂ３の順に再生する（ステップS10－7）。
【０２２５】
以上のように、本実施の形態では、放送受信装置で蓄積管理されているＡＶデータの蓄積
管理情報にサービスアプリケーションの利用情報が登録され、この利用情報に従ってサー
ビスアプリケーションが実行される。そのため、放送受信装置において、ＡＶデータを効
率よく活用することができる。
【０２２６】
なお、本実施の形態では、ＡＶデータの蓄積管理情報に登録する利用情報として、サービ
ス名を登録する場合について説明したが、これに限定する必要はなく、サービスを一意に
特定できる情報であれば同様に実施可能である。
【０２２７】
（第７の実施の形態）
第７の実施の形態では、放送番組サービスの利用情報を活用して、放送番組のＡＶデータ
を削除する動作について説明する。
【０２２８】
例えば、第６の実施の形態で説明した、ＣＭ１回再生放送番組サービスにおいて、２回目
の放送が終了した時点で、放送済のＣＭを削除するという、放送済ＣＭ削除放送番組サー
ビスを提供する場合について説明する。
【０２２９】
まず、放送送信装置が、サービスアプリケーション情報を作成する動作について、図１９
のフローチャートを用いて説明する。
【０２３０】
第４の実施の形態で説明したように、放送送信装置100のアプリケーション情報蓄積管理
手段106は、アプリケーション情報作成手段105で作成された、10:00～10:30のドラマ番組
ａに対するアプリケーション情報701を蓄積して管理している。
【０２３１】
また、放送送信装置100のサービスアプリケーション蓄積管理手段107は、放送済ＣＭ削除
放送番組サービスアプリケーションを蓄積して管理している。
【０２３２】
例えば、放送送信装置が放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報として、
サービス情報と処理情報とを作成して、放送受信装置に蓄積する動作について、説明する
。
【０２３３】
ステップS8－1：10:00～10:30のドラマ番組ａに対し放送済ＣＭ削除放送番組サービスを
提供するために、第４の実施の形態と同様に、放送済ＣＭ削除放送番組サービスを実行す
る前に、放送送信装置100から放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション処理プ
ログラムを送信し、
ステップS8－2：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０２３４】
ステップS8－3：図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段
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106で蓄積管理しているアプリケーション情報701を読み込む。
【０２３５】
ステップS8－4：Ａ～Ｄ社の放送済のＣＭのＡＶデータを削除するために、ＡＶデータの
ＣＭ会社を表現しているグループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを処理情報として、放送番組サー
ビス名の「放送済ＣＭ削除放送番組サービス」をサービス情報として、このサービス情報
と処理情報とから成る放送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加し、放
送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報710を作成して、サービスアプリケ
ーション蓄積管理手段107に蓄積する。
【０２３６】
ステップS8－5：放送済ＣＭ削除放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置100から
放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報710を送信し、
ステップS8－6：放送受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積す
る。
【０２３７】
次に、放送受信装置が、アプリケーション情報に従って、放送番組サービスの利用情報を
活用して、放送番組のＡＶデータを削除する動作について説明する。図２２は、放送受信
装置が、アプリケーション情報に従って、放送番組サービスの利用情報を活用して、蓄積
しているＡＶデータを削除する処理の流れを示すフローチャートである。
【０２３８】
ステップS11－1：例えば、第６の実施の形態で説明した、ＣＭ１回再生放送番組サービス
において、２回目の放送が終了した時点で、放送済ＣＭ削除放送番組サービスを実行する
ため、放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、サービスアプリケーショ
ン蓄積管理手段116で蓄積管理されている放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーシ
ョン情報710を読み込んで、サービス情報に従って、放送済ＣＭ削除放送番組サービスア
プリケーション処理プログラムを実行する。
【０２３９】
ステップS11－2：放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション処理プログラムは、
放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報710の放送情報に従って、ＡＶデ
ータ蓄積管理手段114で蓄積管理されているＡＶデータの中から、Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ
１、ａ１、Ａ１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２、ａ２、Ａ１、Ｂ３、Ｃ２、Ｄ１、Ｄ２を抽出する。
【０２４０】
ステップS11－3：次に、ＡＶデータの蓄積管理情報1003に登録されている利用情報を参照
し、
ステップS11－4：利用情報が登録されているＡ１、Ｂ１、Ｃ１、ａ１、Ｄ１、ａ２、Ｂ２
、Ｃ２、Ｄ２から、放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報710の処理情
報に登録されているグループ識別子Ａ、Ｂ、Ｃ、ＤのＡＶデータ、Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、Ｄ
１、Ｂ２、Ｃ２、Ｄ２を抽出して、
ステップS11－5：削除する。
【０２４１】
以上のように、本実施の形態では、放送受信装置に蓄積管理されているＡＶデータが、サ
ービスアプリケーションの利用情報に従って削除される。放送受信装置では、蓄積管理し
ているＡＶデータをサービスアプリケーションの利用状況により、効率よく削除すること
ができる。
【０２４２】
なお、本実施の形態で、放送送信装置が放送番組サービスアプリケーション情報に番組情
報、放送情報、サービス情報、処理情報を登録する場合について説明したが、登録する情
報はこれに限定する必要はなく、放送受信装置でサービスを実行できる情報であれば同様
に実施可能である。また、削除するＡＶデータの情報は、グループ識別子の情報で指定し
た例で説明したが、これに限定する必要はなく、ＡＶデータを特定できる情報であれば同
様に実施可能である。
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【０２４３】
（第８の実施の形態）
第８の実施の形態では、放送番組サービスを利用して、放送番組のＡＶデータを蓄積する
動作について説明する。
【０２４４】
例えば、指定した時刻にチューニングして放送番組のＡＶデータの蓄積を開始するという
、自動チューニング蓄積放送番組サービスを提供する場合について説明する。
【０２４５】
図２３は、放送送信装置及びその受信装置が、蓄積した放送番組サービスを利用して、放
送番組のＡＶデータを蓄積する処理の流れを示すフローチャートであり、図８とあわせて
、以下にその動作を説明する。
【０２４６】
第４の実施の形態で説明したように、放送送信装置100のアプリケーション情報蓄積管理
手段106は、アプリケーション情報作成手段105で作成された、10:00～10:30のドラマ番組
ａに対するアプリケーション情報701を蓄積して管理している。
【０２４７】
また、放送送信装置100のサービスアプリケーション蓄積管理手段107は、自動チューニン
グ蓄積放送番組サービスアプリケーションを蓄積して管理している。例えば、放送送信装
置が自動チューニング蓄積放送番組サービスアプリケーション情報として、サービス情報
と処理情報とを作成して、放送受信装置に蓄積する動作について、説明する。
【０２４８】
ステップS12－1：10:00～10:30のドラマ番組ａに対し、自動チューニング蓄積放送番組サ
ービスを提供するために、第４の実施の形態と同様に、自動チューニング蓄積放送番組サ
ービスを実行する前に、放送送信装置100から自動チューニング蓄積放送番組サービスア
プリケーション処理プログラムを送信し、放送受信装置110のサービスアプリケーション
蓄積管理手段117に蓄積する。
【０２４９】
ステップS12－2：1999年1月1日10:00:00～10:30:00のch1のドラマ番組ａを自動蓄積する
ため、図７のように、放送送信装置100は、アプリケーション情報蓄積管理手段106で蓄積
管理されているアプリケーション情報701を読み込み、chを1ch、放送時間を1999年1月1日
10:00:00として、処理情報を登録し、また、放送番組サービス名の「自動チューニング蓄
積放送番組サービス」をサービス情報として、このサービス情報と処理情報とから成る放
送番組サービス情報702をアプリケーション情報701に追加し、自動チューニング蓄積放送
番組サービスアプリケーション情報711を作成して、サービスアプリケーション蓄積管理
手段107に蓄積する。
【０２５０】
ステップS12－3：自動チューニング蓄積放送番組サービスを実行する前に、放送送信装置
100から自動チューニング蓄積放送番組サービスアプリケーション情報711を送信し、放送
受信装置110のサービスアプリケーション蓄積管理手段117に蓄積する。
【０２５１】
ステップS12－4：次に、放送受信装置110のアプリケーション情報処理手段118は、自動チ
ューニング蓄積放送番組サービスアプリケーション情報711を読み込んで、
ステップS12－5：サービス情報に従って、自動チューニング蓄積放送番組サービスアプリ
ケーション処理プログラムを実行する。
【０２５２】
ステップS12－6：自動チューニング蓄積放送番組サービスアプリケーション処理プログラ
ムは、自動チューニング蓄積放送番組サービスアプリケーション情報711に処理情報とし
て登録されている放送時間に従って、放送時間の1999年1月1日10:00:00より前に、1chに
チューニングする。
【０２５３】
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ステップS12－7：以下、第１の実施の形態で説明したように、ドラマ番組ａのＡＶデータ
が放送受信装置110に蓄積される。
【０２５４】
以上のように、本実施の形態では、放送送信装置からアプリケーション情報とサービスア
プリケーションとを送信すると、放送受信装置は、アプリケーション情報に従って、サー
ビスアプリケーションを実行し、チューニングを行い、放送番組のＡＶデータを蓄積する
。従って、放送受信装置では、チューニングしていない放送番組のＡＶデータを蓄積する
ことができる。
【０２５５】
なお、本実施の形態では、放送送信装置が放送番組サービスアプリケーション情報に登録
する情報として、番組情報、放送情報、サービス情報、処理情報を例に説明したが、これ
に限定する必要はなく、放送受信装置でサービスを実行できる情報であれば同様に実施可
能である。
【０２５６】
また、本実施の形態では、チューニングする時間を、放送時間より前とする例について説
明したが、これに限定する必要はなく、また、放送開始時間のどのくらい前にするかは設
定により自由に変更できるようにしても同様に実施可能である。
【０２５７】
また、本実施の形態では、放送受信装置が電源ＯＮの状態でチューニングする例で説明し
たが、これに限定する必要はなく、一旦電源をＯＦＦし、チューニングする時間になった
ら自動的に電源をＯＮにするなど、自由に設定を変更できるようにしても良い。
【０２５８】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明の放送システムは次のような効果を有している。
【０２５９】
第１に、放送送信装置において、放送番組を構成する素材をＡＶデータとして蓄積、管理
し、そのＡＶデータを放送受信装置に蓄積する場合の処理制御方法を示す蓄積制御情報と
、蓄積中の管理情報を示す蓄積管理情報とを作成し、リファレンス情報として登録するこ
とにより、放送受信装置に蓄積する放送番組のＡＶデータを、放送送信装置で管理するこ
とができる。
【０２６０】
第２に、放送送信装置に、放送番組のスケジュールを変更した場合に、スケジュール情報
に従って、蓄積管理しているリファレンス情報を変更する手段を加えることにより、緊急
ニュース番組などで放送番組のスケジュールを変更した場合でも、放送受信装置が蓄積管
理しているデータには変更を加えることなく、放送送信装置の側で、柔軟に対応すること
ができる。
【０２６１】
第３に、放送送信装置に、蓄積管理しているリファレンス情報を利用して、放送時間枠内
で放送を終了させる放送番組のスケジュールを作成する手段を加えることにより、緊急ニ
ュース番組などで放送番組のスケジュールを変更した場合でも、放送受信装置が蓄積管理
しているデータには変更を加えることなく、放送送信装置の側で、放送時間枠内に放送番
組のスケジュールを収めるように再編成することができる。
【０２６２】
第４に、放送送信装置から、蓄積制御情報と蓄積管理情報とから成るリファレンス情報を
送信し、放送受信装置において、蓄積制御情報に従って蓄積制御コマンドを実行し、蓄積
管理情報に従って放送番組のＡＶデータを蓄積、管理することにより、放送受信装置に蓄
積管理される放送番組のＡＶデータを放送送信装置から制御することができる。
【０２６３】
第５に、この蓄積制御情報に、蓄積可能かを判断し、蓄積可能な場合のみ、放送番組のＡ
Ｖデータを蓄積する蓄積制御コマンドを加えたことにより、放送送信装置が蓄積指示する
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放送番組のＡＶデータを、放送受信装置において効率良く蓄積管理することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の放送送信装置及びその受信装置の基本的な構成を示すブロック図、
【図２】本発明のリファレンス情報作成手段が作成するデータを示す図、
【図３】本発明の放送送信装置が放送受信装置に送信するデータを示す図、
【図４】本発明の第２及び第３の実施形態における放送送信装置が変更するデータを示す
図、
【図５】本発明の第３の実施形態においてリファレンス情報作成手段が作成するデータを
示す図、
【図６】本発明のアプリケーション情報作成手段がリファレンス情報から作成するデータ
を示す図、
【図７】本発明のアプリケーション情報作成手段がサービスアプリケーションから作成す
るデータを示す図、
【図８】本発明の第４の実施形態における放送番組サービスを示す図、
【図９】本発明の第５の実施形態における放送番組サービスを示す図、
【図１０】本発明の第５の実施形態においてＡＶデータ蓄積管理手段が蓄積管理するデー
タを示す図、
【図１１】本発明の第５の実施形態においてアプリケーション情報処理手段が作成するデ
ータを示す図、
【図１２】本発明の第１の実施形態におけるリファレンス情報作成処理を説明するフロー
チャート、
【図１３】本発明の第１の実施形態におけるリファレンス情報送信処理を説明するフロー
チャート、
【図１４】本発明の第１の実施形態におけるＡＶデータ蓄積処理を説明するフローチャー
ト、
【図１５】図１４のステップS3－3の詳細な処理を説明するフローチャート、
【図１６】本発明の第２の実施形態におけるリファレンス情報変更処理を説明するフロー
チャート、
【図１７】本発明の第３の実施形態におけるスケジュール情報再編成処理を説明するフロ
ーチャート、
【図１８】本発明の第４の実施形態におけるアプリケーション情報作成処理を説明するフ
ローチャート、
【図１９】本発明の第４の実施形態における放送番組サービス蓄積処理を説明するフロー
チャート、
【図２０】本発明の第４の実施形態における放送番組サービス処理を説明するフローチャ
ート、
【図２１】本発明の第５の実施形態における利用情報活用処理を説明するフローチャート
、
【図２２】本発明の第６の実施形態における利用情報活用削除処理を説明するフローチャ
ート、
【図２３】本発明の第７の実施形態における自動チューニング蓄積放送番組サービス処理
を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
100　放送送信装置
101　ＡＶデータ蓄積管理手段
102　スケジュール管理手段
103　リファレンス情報作成手段
104　リファレンス情報蓄積管理手段
105　アプリケーション情報作成手段
106　アプリケーション情報蓄積管理手段
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107　サービスアプリケーション蓄積管理手段
108　送信手段
110　放送受信装置
111　受信手段
112　ＡＶデコーダ手段
113　ＡＶ再生手段
114　ＡＶデータ蓄積管理手段
115　リファレンス情報処理手段
116　アプリケーション情報蓄積管理手段
117　サービスアプリケーション蓄積管理手段
118　アプリケーション情報処理手段
201　ＡＶデータ情報
202　スケジュール情報
203　リファレンス情報
204　蓄積制御情報
205　蓄積管理情報
401　放送番組の放送スケジュール
402　流動番組の放送スケジュール
403　修正番組の放送スケジュール
501　スケジュール情報
502　スケジュール情報
503　リファレンス情報
504　蓄積制御情報
505　蓄積管理情報
601　蓄積制御情報
602　蓄積管理情報
603　リファレンス情報
604　アプリケーション情報
701　アプリケーション情報
702　放送番組サービス情報
703　再放送番組サービスアプリケーション情報
704　ＣＭ途中放送番組サービスアプリケーション情報
705　ＣＭ短縮放送番組サービスアプリケーション情報
706　ＣＭ長効果放送番組サービスアプリケーション情報
707　ＣＭ短効果放送番組サービスアプリケーション情報
708　ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報
709　ＣＭ１回放送番組サービスアプリケーション情報
710　放送済ＣＭ削除放送番組サービスアプリケーション情報
711　自動チューニング蓄積放送番組サービスアプリケーション情報
801　蓄積番組の放送スケジュール
802　再放送番組の放送スケジュール
803　ＣＭ短縮放送番組の放送スケジュール
804　ＣＭ途中放送番組の放送スケジュール
805　ＣＭ長効果放送番組の放送スケジュール
806　ＣＭ短効果放送番組の放送スケジュール
901　蓄積番組の放送スケジュール
902　１回目の放送スケジュール
903　２回目の放送スケジュール
904　３回目の放送スケジュール
1001　蓄積管理情報
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1002　１回目の放送後の蓄積管理情報
1003　２回目の放送後の蓄積管理情報
1101　ＣＭ１回放送番組サービスアプリケーション情報
1102　１回目の放送後のＣＭ１回放送番組サービスアプリケーション情報
1103　２回目の放送後のＣＭ１回放送番組サービスアプリケーション情報

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】
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